
Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
が
２８
、

２９
の
２
日
間
、
大
阪
市
で
開
か

れ
る
。
大
阪
府
内
の
高
速
道
路

と
一
般
道
で
は
前
日
の
２７
日
と

翌
日
の
３０
日
を
含
む
４
日
間
、

大
規
模
な
交
通
規
制
が
敷
か

れ
、
物
流
に
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
と
予
想
さ
れ
る
。

会
場
と
な
る
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
大
阪
が
あ
る
湾
岸
地
域
に

は
食
品
関
連
の
物
流
セ
ン
タ

ー
も
多
く
存
在
す
る
が
、
期

間
中
は
交
通
規
制
だ
け
で
な

く
検
問
も
実
施
さ
れ
る
た

め
、
周
辺
の
道
路
を
含
め
相

当
の
渋
滞
が
見
込
ま
れ
る
。

卸
関
係
者
は
「
１
台
ず
つ
荷

物
ま
で
検
査
さ
れ
る
と
、
ど

れ
ぐ
ら
い
の
時
間
が
か
か
る

か
予
想
も
つ
か
な
い
」
と
不

安
そ
う
に
語
る
。

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
だ
け
で

な
く
、
各
国
要
人
が
宿
泊
す

る
ホ
テ
ル
の
周
り
で
も
規
制

が
敷
か
れ
、
そ
の
対
象
は
大

阪
市
中
心
部
の
大
阪
駅
や
難

波
、
天
王
寺
な
ど
８
つ
の
地

域
に
及
ぶ
。
い
ず
れ
も
市
内

随
一
の
繁
華
街
で
あ
り
、
規

制
エ
リ
ア
内
の
飲
食
店
で
は

客
足
が
見
込
め
な
い
と
、
営

業
を
と
り
や
め
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
い
。

ま
た
、
大
阪
府
立
・
大
阪

市
立
の
小
中
高
等
学
校
は
２７

日
と
２８
日
の

休
校
を
決
め

て
お
り
、
こ

の
２
日
間
は

給
食
が
供
給

で
き
ず
、
給

食
向
け
に
食

材
を
提
供
す

る
問
屋
や
メ

ー
カ
ー
に
と

っ
て
は
痛
手

だ
。
そ
の
数

は
約
８０
万
食

と
推
定
さ
れ

る
が
、
給
食

が
な
く
な
れ

ば
、
そ
の
間

は
家
庭
で
食

事
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
ス
ー
パ
ー
に
と

っ
て
は
特
需
が
期
待
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
多
く
の
ス
ー
パ
ー

と
取
引
す
る
食
品
卸
に
よ
る

と
「
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く

慌
て
始
め
た
店
や
、
い
ま
だ

に
通
常
通
り
商
品
が
届
い
て

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
チ

ェ
ー
ン
も
あ
る
」
と
い
う
。

一
方
で
、
品
薄
を
予
想
し
買

い
物
客
に
事
前
の
ま
と
め
買

い
を
促
し
、
家
庭
内
在
庫
を

増
や
す
よ
う
呼
び
か
け
る
ス

ー
パ
ー
も
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
は
扱
う
商
材
で

反
応
が
異
な
る
。
ド
ラ
イ
グ

ロ
サ
リ
ー
の
場
合
、
期
間
中

の
混
乱
を
避
け
る
た
め
事
前

に
多
め
に
納
品
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
先
日
の
１０
連
休

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
今
回
も
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
（
Ｎ
Ｂ
メ
ー
カ
ー
支
店

長
）
と
い
う
の
が
共
通
認
識

の
よ
う
だ
。
仮
需
に
よ
っ

て
、
６
月
の
売
上
げ
が
計
画

を
上
回
り
そ
う
と
い
う
メ
ー

カ
ー
も
あ
る
。

一
方
、
日
配
品
は
厳
し

い
。
業
務
用
メ
ー
カ
ー
は

「
６
月
は
そ
れ
で
な
く
て
も

営
業
日
が
１
日
少
な
い
。
サ

ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

２
日
分
の
売
上
げ
が
減
る
こ

と
に
な
る
」
と
危
惧
す
る
。

得
意
先
で
あ
る
業
務
用
問
屋

が
期
間
中
の
休
業
を
決
め
た

た
め
だ
。

ま
た
、
規
制
エ
リ
ア
外
に

あ
る
企
業
や
工
場
で
も
、
従

業
員
の
通
勤
が
困
難
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
休
業

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
。
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

る
４
日
間
は
週
末
を
含
ん
で

お
り
、
繁
華
街
や
商
業
施
設

へ
の
客
足
は
鈍
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
近
隣
の
ス
ー
パ

ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
買
い
物
に

出
か
け
て
も
、
通
常
通
り
に

商
品
が
並
ん
で
い
る
と
は
限

ら
な
い
。

影
響
は
関
西
地
区
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
大
阪
の
セ

ン
タ
ー
が
西
日
本
、
あ
る
い

は
全
国
へ
の
発
送
拠
点
と
な

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
中
元
商
戦
と

も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
物
流

の
停
滞
は
広
範
囲
に
及
ぶ
可

能
性
が
あ
る
。

「
世
界
経
済
」
を
筆
頭
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
今
回
の

Ｇ
２０
サ
ミ
ッ
ト
。
中
長
期
的

な
プ
ラ
ス
効
果
を
叫
ぶ
声
も

聞
か
れ
る
が
、
少
な
く
と
も

こ
の
４
日
間
、
足
下
の
関
西

経
済
は
相
当
な
混
乱
を
余
儀

な
く
さ
れ
そ
う
だ
。
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一
般
財
団
法
人
食
品
産
業

セ
ン
タ
ー
ほ
か
食
品
４９
団
体

は
１７
日
、
環
境
省
、
経
済
産

業
省
、
農
林
水
産
省
に
対
し

連
名
で
、「
令
和
２
年
度
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

再
商
品
化
に
係
る
入
札
に
対

す
る
要
望
書
」を
提
出
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
食
品

製
造
事
業
者
は
、
容
器
包
装

の
３
Ｒ
の
推
進
に
努
め
、
特

定
事
業
者
と
し
て
再
商
品
化

費
用
を
負
担
す
る
な
ど
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
健

全
な
運
営
に
貢
献
し
て
き

た
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、

特
定
事
業
者
が
負
担
す
る
再

商
品
化
委
託
費
用
は
年
間
約

３
８
０
億
円
に
の
ぼ
り
、
そ

の
９
割
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
委
託
先

を
決
め
る
入
札
制
度
に
お
い

て
、
多
種
多
様
な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
プ
ラ

容
器
包
装
は
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
負
担
も

大
き
い
。
社
会
的
コ
ス
ト
が

か
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

材
料
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
を
優

先
す
る
制
度
運
用
が
行
わ
れ

て
い
る
と
実
態
を
説
明
し

た
。日

本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し

た
令
和
元
年
度
の
落
札
結
果

は
、
数
量
で
は
材
料
リ
サ
イ

ク
ル
が
全
体
の
５３
・
４
％

（
落
札
数
量
３５
万
４
千
１
５

６
ｔ
）
と
前
年
実
績
を
３
万

９
千
８
０
６
ｔ
下
回
り
、
さ

ら
に
優
先
枠
の
落
札
量
は
初

め
て
、
優
先
枠
の
落
札
対
象

量
（
３３
万
１
千
５
９
６
ｔ
）

を
下
回
る
３１
万
６
千
７
４
４

ｔ
と
な
っ
た
。

優
先
枠
の
材
料
リ
サ
イ
ク

ル
の
落
札
単
価
は
、
ト
ン
当

た
り
５
万
７
千
８
６
９
円

で
、
３
年
連
続
の
上
昇
と
な

る
一
方
、
優
先
枠
の
落
札
数

量
が
減
少
し
落
札
対
象
量
を

下
回
る
と
と
も
に
、
落
札
単

価
が
上
昇
す
る
結
果
と
な

り
、
現
行
の
入
札
制
度
で
は

競
争
環
境
が
有
効
に
機
能
し

な
い
と
指
摘
す
る
。

要
望
書
で
は
、
材
料
リ
サ

イ
ク
ル
手
法
の
５０
％
優
先
を

軸
に
し
た
現
行
入
札
仕
組
み

の
見
直
し
と
、
今
年
３
月
に

中
央
環
境
審
議
会
か
ら
答
申

さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
戦
略
」
に
基
づ
き
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
有
効
的
、

効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
材
料
リ

サ
イ
ク
ル
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
、
熱
回
収
の
最
適
な

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
資
源
有

効
利
用
を
図
り
、
現
行
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
再
商

品
化
の
仕
組
み
の
早
急
な
見

直
し
を
求
め
た
。
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飲
料
を
除
く
一
般
食
料
缶

（
丸
缶
）
は
０
・
３
％
増
、

２１
万
５
千
１
９
５
ｔ
（
２
千

９
３
１
万
箱
）
。
水
産
缶

（
５
・
９
％
増
）
、
食
肉
缶

（
５
・
２
％
増
）
が
牽
引

し
、
４
年
ぶ
り
に
前
年
を
上

回
っ
た
が
、
２
年
連
続
で
３

千
万
箱
を
下
回
っ
た
。

水
産
缶
は
最
大
品
目
の
ま

ぐ
ろ
・
か
つ
お
類
（
ツ
ナ
）

が
６
・
４
％
減
（
３
万
１
千

７
５
６
ｔ
、
６
４
９
万
箱
）
。

一
方
で
、
健
康
志
向
で
需
要

拡
大
が
続
く
、
さ
ば
缶
は
２６

・
６
％
増
（
４
万
９
千
３
４

９
ｔ
、
５
３
８
万
箱
）
。
い

わ
し
缶
も
５２
・
３
％
増
（
７

千
２
３
３
ｔ
、
１
０
７
万

箱
）
と
伸
長
し
た
。

さ
ば
缶
の
生
産
量
が
５
万

台
に
近
づ
い
た
の
は
約
３０
年

ぶ
り
。
近
年
の
さ
ば
缶
ブ
ー

ム
で
、
平
成
の
初
め
頃
の
水

準
に
戻
っ
て
き
た
。
な
お
、

さ
ば
缶
の
内
訳
は
水
煮
１４
％

増
（
２
万
５
千
ｔ
）
、
味
噌

２３
％
増
（
１
万
６
千
ｔ
）
、

味
付
１１
％
増
（
５
千
３
０
０

ｔ
）
。

さ
ば
、
い
わ
し
缶
の
増
産

は
朗
報
だ
が
、
さ
ん
ま
（
３０

・
９
％
減
、

１

０

９

万

箱
）
、
か
に
（
３６
・
７
％

減
）
、
さ
け
（
８
・
２
％

減
）
、
い
か
（
１４
・
６
％

減
）
、
ほ
た
て
（
１８
・
８
％

減
）
、
赤
貝
（
６０
％
減
）

と
、
そ
れ
以
外
の
品
目
は
軒

並
み
マ
イ
ナ
ス
。
原
料
状
況

悪
化
の
影
響
を
受
け
た
。

貝
類
で
は
、
あ
さ
り
（
１

・
９
％
増
）
が
唯
一
好
調

で
、
料
理
素
材
と
し
て
の
水

煮
や
、
赤
貝
代
替
の
味
付
缶

が
増
え
た
。

果
実
缶
は
、
主
力
の
み
か

ん
缶
が
７
・
８
％
減
（
８７
万

箱
）
、
桃
も
８
・
６
％
減

（
２９
万
箱
）
と
低
迷
。
混
合

果
実
４
・
７
％
増
（
９７
万

箱
）
、
フ
ル
ー
ツ
み
つ
豆
２

・
３
％
増
（
２４
万
箱
）
は
好

調
だ
っ
た
。

野
菜
缶
は
８
・
８
％
減
。

最
大
品
目
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
が
１１
・
２
％
減
（
１
３
０

万
箱
）
、
ゆ
で
あ
ず
き
も
８

・
１
％
減
（
１
２
９
万
箱
）

と
落
ち
込
ん
だ
。
コ
ー
ン
は

輸
入
原
料
の
リ
パ
ッ
ク
品
が

６
・
６
％
減
（
１
万
１
千

ｔ
）
、
北
海
道
産
は
３３
％
減

（
１
千
５
０
０
ｔ
）
。

食
肉
缶
は
、
や
き
と
り
１４

・
３
％
増
（
５６
万
箱
）
、
う

ず
ら
卵
水
煮
１６
・
４
％
増

（
１６
万
箱
）
が
牽
引
。
コ
ー

ン
ビ
ー
フ
が
６
・
４
％
減

（
２１
万
箱
）
と
落
ち
込
ん
だ

が
、
そ
の
他
鳥
肉
１
％
減
、

そ
の
他
食
肉
４
・
２
％
増
と

安
定
し
た
動
き
。

調
理
缶
は
、
カ
レ
ー
５
・

８
％
増
（
３１
万
箱
）
、
ス
ー

プ
類
３
％
増
（
３
１
８
万

箱
）
が
牽
引
。
カ
レ
ー
は
業

務
用
向
け
の
１
号
缶
が
主

体
。
ス
ー
プ
類
は
大
半
を
占

め
る
コ
ー
ン
ス
ー
プ
が
減
少

し
た
も
の
の
、
ギ
フ
ト
向
け

の
ス
ー
プ
缶
が
増
加
し
た
。

び
ん
詰
は
、
ジ
ャ
ム
３
・

３
％
増
（
６
４
２
万
箱
）
、

の
り
５
・
２
％
減
（
６７
万

箱
）
、
え
の
き
茸
８
・
７
％

増
（
９４
万
箱
）
。
ベ
ビ
ー
フ

ー
ド
は
時
期
ず
れ
の
関
係
で

２４
・
９
％
減
（
６０
万
箱
）
。

め
ん
つ
ゆ
等
が
含
ま
れ
る
、

そ
の
他
調
理
・
特
殊
び
ん
は

一
部
製
品
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
化
で
６４

・
７
％
減
（
９４
万
箱
）
の
大

幅
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

飲
料
缶
は
、
最
大
品
目
の

コ
ー
ヒ
ー
が
９
・
８
％
減

（
３
億
２
千

９

８

８

万

箱
）
。
果
実
飲
料
８
％
減

（
２
千
２
１
６
万
箱
）
、
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
１０
・
８
％
減

（
２
１
４
万
箱
）
、
野
菜
ミ

ッ
ク
ス
１２
・
１
％
減
（
５
５

７
万
箱
）
。

そ
の
ほ
か
、
加
工
用
中
心

の
大
缶
は
、
た
け
の
こ
３
％

増
（
２３
万
箱
）
、
く
り
６
・

９
％
減
（
２６
万
箱
）
、
も
も

０
・
６
％
減
（
１５
万
箱
）
、

ト
マ
ト
４
・
５
％
減
（
９
万

箱
）
。

な
お
、
１８
年
の
缶
詰
輸
入

量
は
約
６５
万
ｔ
（
５
・
８
％

減
）
。
国
内
生
産
量
に
輸
入

を
加
え
、
輸
出
を
除
い
た
国

内
供
給
量
は
９７
万
７
千
ｔ

（
１
・
８
％
減
）
と
な
っ

た
。

日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協
会
が
ま

と
め
た
１８
年
（
１
―
１２
月
）
の
缶
詰
・
び
ん
詰

国
内
生
産
量
は
前
年
比
８
・
２
％
減
の
２
７
３

万
６
千
９
７
６
ｔ
（
４
億
４
千
４
９
１
万
箱
）

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
飲
料
を
除
く
一
般
食
料

缶
び
ん
詰
は
前
年
比
３
・
７
％
減
の
２９
万
４
千

７
３
５
ｔ
（
４
千
１
２
５
万
箱
）
。
健
康
志
向

を
背
景
に
サ
バ
缶
、
イ
ワ
シ
缶
が
伸
長
、
畜
産

缶
も
主
力
品
目
が
好
調
だ
っ
た
が
、
水
産
や
野

菜
、
果
実
缶
な
ど
多
く
の
品
目
で
原
料
状
況
の

悪
化
や
コ
ス
ト
高
、
他
容
器
へ
の
シ
フ
ト
も
あ

り
、
国
内
生
産
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
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「
津
波
で

亡
く
な
っ
た

人

の

中

に

は
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
『
ヤ

バ
い
』
と
か

言
い
な
が
ら

動
画
を
撮
っ
て
い
た
人
だ

っ
て
い
た
と
思
う
／
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
み
ん
な
普
通
で

い
よ
う
と
す
る
し
、
終
わ

っ
た
あ
と
も
、
み
ん
な
普

通
に
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」
（
漫
画
家
・
鳥

飼
茜
）
▼
８
年
前
に
大
き

な
喪
失
を
経
験
し
た
こ
の

国
で
は
、
元
号
が
代
わ
っ

た
こ
と
で
「
新
し
い
時

代
」
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

収
束
の
見
え
な
い
原
発
事

故

、

故

郷

を

失

っ

た

人
々
。
南
に
目
を
移
せ

ば
、
地
元
の
民
意
を
無
視

し
て
米
軍
基
地
の
沖
縄
固

定
化
を
進
め
る
政
府
の
強

硬
策
に
も
、
な
ん
ら
変
化

は
な
い
▼
来
年
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
、
そ
の

５
年
後
に
は
大
阪
万
博
。

一
瞬
だ
け
騒
が
れ
た
大
災

害
か
ら
も
涼
し
い
顔
で

「
普
通
」
に
立
ち
戻
り
、

昭
和
の
成
功
体
験
を
な
ぞ

る
。
将
来
の
年
金
不
安
を

指
摘
す
る
報
告
書
も
、
政

府
が
受
け
取
ら
な
け
れ
ば

な
い
も
同
然
。
国
民
は

「
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
み
ん
な

普
通
で
」
い
れ
ば
よ
い
。

と
も
か
く
「
新
し
い
時

代
」
な
の
だ
。
難
し
い
こ

と
は
考
え
ず
フ
ツ
ー
に
祝

お
う
�
�
▼
正
常
性
バ
イ

ア
ス
に
支
配
さ
れ
、
忘
れ

て
は
い
な
い
か
。
今
年
は

「
令
和
元
年
」
で
あ
る
以

前
に
「
大
震
災
・
原
発
事

故
後
８
年
」
で
あ
り
、

「
戦
後
７４
年
」
で
あ
る
こ

と
を
。

熱中症対策商品

……………………
きょうの主な内容

��～�� 熱中症対策
商品特集

�� つけもの版

熱中症が社会問題化
し経口補水液や塩飴
等が好調な売行き。

一
般
食
料
缶
・
び
ん
詰
３.７
％
減
の
２９
万
４
千
ｔ

サ
バ
缶
２６
％
増
、
３０
年
ぶ
り
の
５
万
ｔ
水
準
に

����������������
����������������
����������������１１８８年年缶缶びびんん詰詰国国内内生生産産量量

食
品
４９
団
体
が
関
係
官
庁
に
要
望
書

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
で
見
直
し
を

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
掲
げ
る
が
歓
迎
ム
ー
ド
と
は
程
遠
い

ＧＧ２２００ササミミッットトでで大大阪阪混混乱乱
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物物
流流
停停
滞滞
、、商商
売売
にに
もも
痛痛
手手

９３．１１，９１４１０，２４８ペットフード

１０１．３５５，６７６３７９，５２１レトルト食品

９６．３４１，２５０２９４，７３５飲料除く総合計

９１．８４４４，９１４２，７３６，９７６総合計

８１．４１０，３３１５０，３７８びん詰計

５８．９３，２３８１７，２９２その他

１０３．３６，４２４２７，８８４ジャム

９４．８６６９５，２０１のり

（びん詰）

９８．２１，６０２２９，１６２大缶計

１００．１１，０２８１９，２３８その他

９１．１２５５５，７４７ジャム

９５．５８９１，６４６トマト

１０３２３０２，５３０たけのこ

（大缶）

１００．３２９，３１６２１５，１９５飲料除く丸缶計

９１．９４３２，９８１２，６５７，４３６丸缶計

９１．２４０３，６６４２，４４２，２４１飲料缶

９６．７５，５５９４０，４５２調理・特殊缶

１０５．２１，３３９６，３４０食肉缶

７０１２２３６ジャム

９１．２３，６５６３４，９８３野菜缶

９７．５３，１３７２８，７７３果実缶

１０５．９１５，６１３１０４，４１０水産缶

（丸缶）

前年比（％）実箱（千箱）内容重量（ｔ）

１８年の缶詰・びん詰・レトルト食品生産量
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